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地
域
協
議
会
だ
よ
り
第

47
号
で
は
、
ふ
る

さ
と
創
生
活
動
支
援
金
事
業
審
査
会
の
内

容
と
、
令
和
元
年
度
第
４
回
の
地
域
協
議

会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

  

令
和
元
年
１１
月
１５
日
（金
） 

高
遠
町
文
化
セ
ン
タ
ー 

■
協
議
事
項 

 

●
伊
那
市
高
遠
町
ふ
る
さ
と
創
生
活
動 

選
考
に
つ
い
て  

令
和
２
年
度
分
事
業
申
請
の
あ
っ
た
団
体
か

ら
事
業
の
説
明
後
、
選
考
・審
査
が
行
わ
れ
、
２

事
業
が
採
択
内
定
と
な
り
ま
し
た
。 

 

○
下
山
田
区 

 

事
業
名
「
下
山
田
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
落
枝
事

故
防
止
対
策
事
業
」 

 

交
付
金 

２
２
４
，
０
０
０
円 

 

○
三
義
地
域
お
こ
し
の
会 

 

事
業
名
「三
義
地
区
の
歴
史
・文
化
の
保
存
伝

承
に
よ
る
地
域
お
こ
し
事
業
」 

 

交
付
金 

９
６
１
，
０
０
０
円 

  

令
和
２
年
１
月
２０
日
（月
） 

高
遠
町
文
化
セ
ン
タ
ー 

  

◆
高
遠
町
総
合
支
所
庁
舎
建
設
に
係
る
小

委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て 

 

昨
年
２
月
に
高
遠
町
総
合
支
所
あ
り
方
研

究
委
員
会
か
ら
市
長
へ
提
出
し
た
報
告
書
の
意

見
を
さ
ら
に
精
査
し
絞
り
込
む
こ
と
を
目
的
に

地
域
協
議
会
の
中
に
設
置
し
た
、
高
遠
町
総
合

支
所
庁
舎
建
設
に
係
る
小
委
員
会
で
１０
月
か

ら
協
議
を
重
ね
て
き
た
検
討
結
果
が
、
黒
河
内

副
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
最
も
大
き

な
関
心
事
で
あ
る
、
庁
舎
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

小
委
員
会
で
も
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、
旧

庁
舎
現
在
地
、
文

化
セ
ン
タ
ー
周
辺
、

高
遠
消
防
署
付

近
の
３
箇
所
が
候

補
に
挙
が
り
ま
し

た
。
地
域
協
議
会

委
員
か
ら
は
、
３

箇
所
で
な
く
も
っ

と
絞
り
込
む
こ
と
、
ま
た
は
優
先
順
位
を
つ
け
て

は
ど
う
か
、
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

協
議
会
委
員
の
立
場
や
、
所
属
団
体
か
ら
の
意

見
が
あ
り
、
こ
の
協
議
会
の
場
で
は
決
め
か
ね
る

と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
庁
舎
は

建
物
の
耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
早
急
の

取
り
壊
し
を
行
う
こ
と
と
、
新
庁
舎
建
設
に
係

る
市
側
の
検
討
も
早
急
に
進
め
て
も
ら
う
こ
と

を
、
地
域
協
議
会
の
検
討
結
果
と
し
て
、
市
長

あ
て
に
要
望
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  ◆
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化
に
つ

い
て 

 

市
内
の
公
共
交
通
に

つ
い
て
、
高
遠
町
地
区
で

は
高
遠
線
、
藤
沢
・茅
野

線
、
三
義
・
長
谷
循
環
バ

ス
、
高
遠
循
環
タ
ク
シ
ー

の
路
線
が
現
在
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
路

線
も
利
用
者
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。 

伊
那
市
で
は
A

I
（人
工
知
能
）
に
よ
る
自

動
配
車
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
「ド
ア
ツ
ー
ド
ア

乗
合
タ
ク
シ
ー
」の
運
行
を
目
指
し
、
調
査
や
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で

は
あ
り
ま
す
が
、
本
格
的
な
導
入
に
つ
い
て
は
課

題
が
あ
り
、
今
あ
る
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

令
和
元
年
度 

第
１
回 

ふ
る
さ
と
創
生
活
動
選
考
委
員
会 

令和２年２月発行 第４７号 

 

 

第
４
回
地
域
協
議
会 

■
協
議
事
項 



 

- 2 - 

 

 
市
全
体
で
は
、
路
線
ご
と
に

「
路
線
を
守
り
育
て
る
会
」
が
設

立
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に
と
っ
て

最
適
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
や

利
用
促
進
策
を
検
討
・実
施
し
て

お
り
、
高
遠
地
区
で
は
、
平
成
２８

年
に
三
義
・
長
谷
循
環
バ
ス
、
平

成
２９
年
に
藤
沢
線
で
「
路
線
を

守
り
育
て
る
会
」
が
発
足
し
て
い

ま
す
。
高
遠
循
環
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
、
今
年
度
会
の
発
足
を
し
た

い
こ
と
、
該
当
す
る
地
区
の
区
長
を
中
心
に
、
設
立
に
向

け
た
人
選
を
進
め
て
い
き
た
い
こ
と
の
説
明
が
市
担
当
者

か
ら
あ
り
ま
し
た
。 

「路
線
を
守
り
育
て
る
会
」の
発
足
に
つ
い
て
は
、
発
足

の
目
的
や
現
在
の
状
況
を
、
該
当
地
区
の
区
長
へ丁
寧
に

説
明
す
る
よ
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

      

設
置
さ
れ
て
か
ら
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
劣
化
に
よ

り
表
示
が
見
づ
ら
く
な
っ
て
い
た
停
留
所
の
表
示
が
更
新

さ
れ
ま
し
た
。 

（掲
載
は
一
部
の
も
の
で
す
） 

ま
た
、
先
月
の
市
報
発
送
時
に
、
公
共
交
通
に
つ
い
て
の

チ
ラ
シ
を
お
配
り
し
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
す

る
こ
と
で
路
線
の
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

         

 

 
 

    

    

  

  

  

高
遠
町
地
域
協
議
会
の
任
期
は
２
年
間
で
す
が
、
年
度

途
中
で
交
代
と
な
っ
た
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

１７
番
委
員
：山
岸
加
代
子
委
員 

選
出
団
体
： 

高
遠
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会 

任 
 

 

期
： 

令
和
元
年
１２
月
～
令
和
２
年
３
月 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 

高
遠
町
地
域
協
議
会
で
は
、
20
名
の
委
員
の
皆
さ
ん

が
、
地
域
の
身
近
な
課
題
や
問
題
を
真
剣
に
論
議
し
、

各
選
出
団
体
の
代
表
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
協

議
会
への
意
見
や
希
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
協
議
会
委

員
ま
た
は
高
遠
町
総
合
支
所
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

 

■
編
集
発
行 

高
遠
町
地
域
協
議
会
事
務
局 

（
伊
那
市
高
遠
町
総
合
支
所
総
務
課
内
） 

 

■
電

 

話 

94
―
２
５
５
１ 

 

 

■
Ｆ

Ａ

Ｘ 

94
―
３
６
９
７ 

 

■
Ｅ
メ
ー
ル 

t
-
s
ou
@in

ac
ity

.j
p

新
地
域
協
議
会
委
員
の
紹
介 

高
遠
循
環
タ
ク
シ
ー
停
留
所
の
表
示
を 

更
新
し
ま
し
た
！ 

mailto:t-sou@inacity.jp

